
令和2年１２月現在

①対応済の案件

年 月 質問要旨 答弁要旨 所管課

2 9

・ＪＲ豊肥本線の全面開通
や国道５７号が全面復旧し
ていくなか、大津町の観光
案内を考えるうえで観光案
内所のあり方ついて。

・先ずはパンフレットの配
置など取り組めることにつ
いて早急に取り組みたい。
　ＪＲと良好な関係ができ
たので、その辺も踏まえま
して、協議の場をぜひ設け
ていきたい。

対
応
済

・ご提案頂いた阿蘇方面での
駅へのパンフレット配置につ
いては、ＪＲ九州熊本支社へ
依頼済みです。
・また、肥後大津駅の管理運
営に係る協議の場の設定につ
いても、ＪＲ九州本社に要望
済みです。

商業観光課

2 9

・修復作業内容を含む新生
「江藤家住宅」の完工記録
誌の町独自の作成、発刊に
ついて伺う。

・熊本地震の被害を風化さ
せず、また、文化財建造物
としてさらに高まった江藤
家住宅の価値を今後も伝承
していくために、独自の記
録誌の作成を考えておりま
す。

対
応
済

・令和４年度復旧完了に向け
復旧工事と並行し、記録誌を
作成します。

生涯学習課

②対応中、対応方針を決定した案件

年 月 質問要旨 答弁要旨 所管課

2 6

・行政手続きのオンライン
化や、キャッシュレス決済
は新型コロナウイルス感染
抑止の取り組みとともに、
町民の利便性向上、職員の
業務負荷軽減、コスト削減
などの効果が期待できる。
早急に民間サービス同様に
オンラインやキャッシュレ
スで完結できる体制を構築
する必要がある。

・キャッシュレス化につき
ましては、住民税や固定資
産税、それから国民健康保
険税等の公金の支払いにつ
いて、今年の４月からコン
ビニの納付に加え、さらに
クレジットカード等を使っ
て公金の支払いを行うシス
テムの導入について、現在
協議を進めており、整い次
第導入に向けて進めてまい
ります。

対
応
中

・キャッシュレス決済につい
ては、税金（住民税、固定資
産税や国民健康保険税）のク
レジットカード払いやスマホ
決済について、関係課と協議
を行い、令和３年度システム
導入に向けて進めています。
・行政手続きのオンライン化
については、申込書や申請書
類の押印廃止に向けた協議と
併せてシステムの導入を検討
します。

総合政策課

2 9

・妊娠中に肺炎を起こした
場合、妊娠していない時に
比べて重症化しやすいと言
われている。そのため、妊
婦の方は新型コロナウイル
スに感染しないよう、神経
を使っておられる。里帰り
出産もできず、出産時はマ
スクをし、家族の立ち会い
や見舞いもできない。産後
も感染しないようにしなが
らの育児は本当に大変だと
思う。「安心して出産・子
育てができるまち」を掲げ
るのであるならコロナ禍に
産まれた赤ちゃんにも特別
定額給付金（特別祝い金）
を給付するべきではない
か。

・ご提案の特別祝い金につ
きましては、町の独自事業
として、コロナ禍における
出産や子育てに係る生活支
援策として取り組みたいと
考えております。
・出産・子育ての支援とし
て、担当部局とも連携しな
がら新生児の特別祝い金の
事業推進に向けてしっかり
と取り組んでまいりたい。 対

応
中

・町独自の出産育児特別給付
金として現在準備を進めてい
ます。予算については健康保
険課より１２月補正にて計上
予定です。

総合政策課
健康保険課

対応方針・進捗状況

議会一般質問への対応状況

対応方針・進捗状況
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2 9

・これから先も人類とウイ
ルスとの戦いは続く、ハー
ドの整備に公共手洗場兼噴
水や休憩所を設置し街並み
や衛生効果を高められる町
とし、総合的な公衆衛生へ
とつなげ、その予防効果は
住みやすさとなり経済効果
へ続くものと考えられる。

・財政的な課題もあります
が、新庁舎西側のトイレ整
備とあわせまして、衛生面
に気を付けて休憩所を兼ね
て、公共手洗い場の検討を
行っていきたい。 対

応
中

【土木部】
・現在、昭和園、清正公道公
園のトイレを建設中です。そ
の中で衛生面に気をつけた手
洗い場の整備も併せて行って
います。
【庁舎建設推進課】
・新庁舎西側のトイレの改修
も予定していますので、併せ
て公共手洗い場の設置に向け
て取り組みたいと思います。

都市計画課
庁舎建設
推進課

2 9

・町有地の売却にあたり不
合理な処理が行われ、町の
財産管理や処分の在り方の
課題が見えた。ルールの策
定が必要。
①新地方公会計制度に移行
しているが、その意義をど
のように考え活用しようと
しているか。
③固定資産台帳の更新周期
を明確にすべき。
④「保有する財産の活用や
処分に関する基本方針」の
策定が必要。
⑤財産の売却処分等のルー
ル策定が必要。

・ご指摘のそれぞれの件に
つきまして、甚だ実施がで
きていない状況でございま
すので、今後については
しっかりと取り組みをさせ
ていただきたいと思ってお
ります。
①公会計制度については、
目的は十分わかっておりま
すので、それに沿うような
形でしっかりと取り組んで
いきたい。
③固定資産台帳の更新につ
いては、しっかりと見直し
をやっていきたい。
④財産の基本方針について
は、平成２８年度策定の町
の基本財産についての利活
用の方針があり、熊本地震
後に周知徹底ができていな
いので、その見直しがある
程度できた段階でお示しし
たい。
⑤財産についてのルールの
策定については公平公正の
立場でやることが大原則で
すので、しっかりと取り組
んでいく。

対
応
中

・財産利活用基本方針の見直
しを進める中で、未利用財産
売却の際に、財産毎に周辺状
況などを勘案し、用途制限等
を付して売却が可能か、関係
機関と検討を行っています。
検討結果を含め、今後、基本
方針をお示しさせていただき
ます。

財政課

③検討中の案件

年 月 質問要旨 答弁要旨 所管課

28 12

・消防団活動の支援の輪を
広げる機能別消防団員を設
置し、消防団活動を更に強
化しないか。

・機能別消防団について
は、町消防団幹部会議にお
いて、議論を始められたと
ころです。今後、すでに機
能別消防団を設置している
自治体の状況や町消防団幹
部会議での検討結果を踏ま
えながら進めてまいりま
す。

検
討
中

・町消防団幹部会議におい
て、機能別消防団員について
検討を続けており、各分団に
おいても地元との協議を行っ
ています。また、団員確保や
処遇の問題等の課題と併せ、
消防団員定数の見直しについ
ても引き続き検討していま
す。地域防災力の低下や指揮
命令系統の乱れにつながらな
いよう、十分に検討する必要
があります。

総務課

対応方針・進捗状況
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元 9

・新生児聴覚検査は、先天
性難聴の早期発見に有効と
して国が推奨しているが、
検査を受けるかどうかは任
意となっている。平均５，
０００円ほどの検査費負担
もあり、新生児の２割が検
査を受けていない状況であ
る。国は全ての新生児の難
聴検査の実施に向けて、全
国の自治体に積極的な公費
助成を求めているが、本町
にはこの助成制度がない。
早期に発見して適切な療育
を受ければ、言葉の発達へ
の影響を最小限に抑えるこ
とができる。新生児の先天
性聴覚障がいを早期に発見
し、療育を推進するため、
新生児聴覚検査の重要性を
周知するとともに、検査に
対する費用の助成を行うべ
きではないか。行政として
支援できる方策を積み重ね
ていくべきである。

・（難聴児の早期発見・早
期治療について）大津町独
自で実施できるようにやっ
ていきたいと考えている。

検
討
中

・熊本県内で新生児聴覚検査
の費用の助成を行っている市
町村は、今年度開始予定を含
めると11市町村となってい
ますが、委託料が統一されて
いないため、県内の新生児聴
覚検査の受託医療機関から委
託料統一の要望があっている
状況です。
・新型コロナや豪雨災害の影
響で開催が延期されていた県
主催の「新生児聴覚検査に係
る推進協議会」が今年度中に
開催される見込みであり、医
療機関との調整等の課題につ
いて整理が行われることに
なっているため、協議結果を
踏まえ、検討を進めます。

健康保険課
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